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【撮影者コメント】 

アーケードを撮るきっかけとなったのは、調査中
ふとした出来事でした。大学時代、卒業論文の研究
テーマとして、「中心市街地の活性化」を挙げていま
した。時代の変化とともに活気を失ってしまった中
心市街地をどのような方策でその活気を取り戻せる
のか、様々な方向から研究するものです。研究には
現地調査が重要で、何度も大分市の中心市街地に足
を運んでいました。調査もあって中心市街地は見慣
れた街並みだった訳です。 

ただ、その日見たガレリア竹町商店街のアーケー
ドは、フレームが永遠と続くような繊細さとそこか
ら漏れる日光が相俟ってとてもきれいでした。その
時をカメラに収めたのがこの一枚です。 

景観というと山と海に恵まれた大分市ですから、
どうしても豊かな緑や美しい海岸線を想像してしま
いがちです。しかし、街の中にもふときれいだと思
えるような景観が隠れています。そんな身近な景観
も大分市にとって大事な景観のひとつだと私は思い
ます。 
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